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樹 スエ の 月支 f亀 か ら み た 養豊 冒妥 防 ~林

除 F́JOこ の 適 期 , 除 F́JOし 方 法 お よ び

今 後 の 植 栽 方 法 0こ つ 0ヽ C

斎藤新一郎 (専大北短大 )・ 井上惇 夫 (道踏公団北海道支社 )・

竹 内摂雄 (札 幌道路 エ ンジエア )

1.ま えが き

道央 自動車道の札幌 ～岩見沢間の防雪林 は ,植栽後 ほぼ 13年 を過 ぎて ,ヨ ー ロッパ トウヒの

樹高が 4～ 7mに 達 し,防雪柵 の高 さをかな り抜け出 し,防風 ・防雪効果 を発現 しつつあ る .

しか し,防 雪林 といえ ども ,そ れ を構成 す る林 木は ,樹高の伸びに ともない ,樹冠 を支え る幹

が太 らなければな らず ,こ れに対応 す る枝張 りが必要であ る つま り,生 きた防雪施 設 として

の樹林帯 は ,サ イズや樹齢 に応 した維持管理 手法 ――若木段階では ,除伐 ,裾枝打 ち ,つ る切

り,ほ か ――を要 す るのである .

今 回 ,や や遅れ気味 の除伐作業 を実施 するに当た り,除伐木 を解析 して ,除伐の適期 を推測

し,除伐 方法 を工 夫 し,併 せて ,今後 の植栽 方法 を検討 したので ,こ こに報 告する .

2.調 査 地の概要

調査地 は ,道 央 自動車道 のN25.79地点 (岩 見沢市双葉町地 区 )に 位 置 し,幌向川橋 に近 い .

ここでは ,北側 の盛 り上法面+抑 え盛 り上に ,ヨ ー ロ ッパ トウヒ林分が造成 されて い る .

その植栽 は ,千 鳥植 え (三角植 え)方 式で あ り,苗 間が 1.4mで あ り,列 間が 1.2mで あって ,

植栽密度 が約 5950本 /
haで あ る ちなみ に除
伐や間伐 を繰 り返 す経

済林造成 の植栽 密度が

3500本/ha程 度であ る

か ら,こ の防雪林 の植

栽密度はたいへん高 い

ことにな る .

ヨー ロッパ トウ ヒは ,

苗木 のサ イズが ,地上

高0.30m前 後 であつた

ことか ら,1984年 春に

植栽 され た筈であ り ,

植栽後 の樹 齢 (林齢 )

は 13年 生であ るに ちが

いない [補 植 もあ り ,

1年遅 れの誤差 があ る

かも しれない― -1985

年春の植栽 で ,林齢が
12年 生の場合 もあ る].

枯死木

風上林縁側

Height(m)//Dbh(cm)

図 -1 調査木 (A,B)お よびそれ らの周辺木 の位 置図
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A   O.45  0.66  0_95  1.31  1.54  1.87  2.37  2.75  3.12  3.68  4.48  5.00m   5.Ocm

a l.1. 0.21  0.29  0.36  0.23  0.33  0.50  0.38  0.37  0.56  0.80  0.52●

3   0.42  0.76  0.85  1.21  1.60  1.96  2 13  2.64  3.05  3.53  4.20  4.81m   5.4

a.1.1  0.34  0 09  0.36  0.39  0.36  0.17  0 51  0.41  0.48  0 67  0.6111
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表 -1 調査木 2本の年々の樹高成長量 (A,Bと も ,ヨ ーロッパ トウヒ林分のやや劣勢木 )
年  1985 1986  87  88  89  90  91  92  93  94  95  96胸 高直径

林齢 2345 6 78910111213(13)

註 )胸高直径 は樹皮付 きの数値 ;a.1.1.(annual leader length)は 年伸長量 (一 年生幹の長 さ )
3.調 査 結果

表 -2 調査木 Aの樹冠の成長量
現地調査は,筆 者たちにより,1996年 12

月 14日 (根雪の後 ,体 眠期 )に 実施された .

調査木A(樹高5.00m/胸高直径5.Oc口 )お

よびB(4.81n/5.4cn)は ,と もにやや劣勢

木であり,周 囲の優勢木・中勢木 (4.95～
6.30口/6.2～ 8.Oc口 )に取り囲まれ,既に成

長を抑制 され始 めていた .そ して ,互 いの

枝張 りがい ち じる しく重な り合 い ,A,B
の 2本 を除伐 して も ,空 間がほ とん ど現わ

れないほ どであ った (除伐効 果が 乏 しい :

図 -1).

1)樹 高成長 年 々の樹 高成長量は ,各枝 階
の地上高の測定か ら,表 -1の ようであ っ
た。植栽後 ,徐 々に伸 長量 が増大 して きた

が ,1996年 の伸長量は前年 よ り減少 した 。

2)樹冠 の成長  A,Bそ れ ぞれの 2方 向の

年々の枝 張 りが ,枝 分れ・ 芽鱗痕・ 茎輪 を

キ イとして ,測定 された 地上高 1.50mま

では既 に裾枝打 ちがなされ ていて ,そ れ以

上の枝張 りは ,Aの 片側の場合 には ,表 ―

2の ようで あった。高 い枝階 に着 く枝 ほ ど

枝が長 くな り,低 い枝 階の枝 は成 長が衰 え

て くる 個体 間の距 離が 140111で あ るか ら ,
枝張 りが 0.70mに なった時点で ,隣接木 の

枝 と触れ合 うこ とにな る.つ ま り,や や劣

勢の A個 体 で さえ ,枝齢が 4年 生で (林齢

が 10年 生で ),既 に枝 が触 れ合 つていたの
であ る .

A,Bの 枝張 りにつ いて ,同 じ年 の各枝
階の先端 を結び合わせ ると,図 -2の よう
にな る.や や劣勢木 の A,3で す ら,ほ ぼ

(各 枝 階の 1方 向の年 々の枝張 り)

年 林齢  樹 高  枝 張 り

枝 齢  1

96

95

94

93

92

91

90

89

134「   5.00ロ  ーーcm

12    4.48   45

11    3.68   30

10    3.12   34

9    2.75   22

8   2.37   19

7    1.87   23

6    1.56   17

66

71 10o

52  86 110

35  56  78  97

43  62  86 105

40  59  73  90

120

102 110

7年

年々の成長 に ともな う樹冠 の重な り
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3年 前には枝先が触 れ合い始めて いた

4.考  察
1)除 伐 の適期  枝張 りか ら検討す ると,こ れ らの

林分 では ,隣接木相互の枝張 りの重 な りが ,3年

前か ら生 していて ,そ の部分では下枝 の伸びが少

な くな り,し か も ,枯 れ上が り始 めて ,力枝 (最

長の枝 )が上方へ移行 しつつあ る。 しか も ,調査

木がやや劣勢木で あ るか ら,そ の時点では ,優 勢

木の枝 の重 な りはかな り生 して いた ことにな る。

下枝 が枯れ上がれば ,防雪効果 が低下 す るので ,

保残木 (優勢木 )の下枝 を枯れ上 が らないように

するには ,下枝 におけ る光合成 のライ ヴ アルであ

る劣勢木 を除伐 す るこ とが望 ま しい 。それで ,初

期成長が旺盛で ,密植 され たヨー ロッパ トウヒ林

分においては ,除伐の適期 は ,樹 冠 の成長 を基準

に して ,ほ ぼ 3年 前 (林齢 10年 生 )で あ った ,と 図 -3 3列 2

いうことがで きよ う。

2)除伐方法  苗木 が相 互距離 140mの 千鳥状 に植栽 されたので ,ま た ,林木 間に優劣が生 し ,

枯死木 (ギ ヤ ップ ,風 穴 )も 散在 し,さ らに ,除伐が遅 れ気味 なので ,単純 に機械 的 に除伐 す

る方式では ,そ の実行 がか な り困難な状況であ る.そ れで ,次 のような除伐 方法が検討 された .

①ランダム方式 :林分全体から除伐し,優勢木と中勢木を残す .

② 3列 2帯残し方式 :中 央の 2列 を除伐し,風上側に 3列 ,道路側に3列 を残す (図 -3).

③列状方式(1):完全に機械的に, 1列 おき (隔列)に 除伐する.

④列状方式(2):主風 (北北東～北東)に 対し,千鳥植えを活かして,1列おきに除伐する.

⑤ 2列 2帯残し方式 :中 央の 3列 を除伐し,風上側に 2列 ,道路側に2列 を残す [可能なら,

中央の 1列 は ,凍 上方式で掘 り取 って ,移 植する].
実際には,1996/97年 の冬季間に,こ れらの中で,林木の健全さと防雪機能の両面から,安
全を見込んで,②の除伐方式を主体にして,①や⑤の方式も併用された。

3)今後の植栽方法 樹間 1.40mの 千鳥植え (三 角植え ;苗 間 1.4m X列 間12m)は ,約 6000本
/haで あ り,た いへん過密な植栽であった .こ のため ,20年 間を要 して,植栽本数の約 70%を

除間伐 してゆかなければならない ,と いうことになり,多 大な労力と経費と時間とを必要とす

ることになって しまった .

道路法面のために,狭い林帯幅 という制約があるに しても,植栽後の維持管理 (下 刈 り,裾
枝打ち,除間伐 ,ほ か )を 考えると,植栽時において ,よ り広い列間と苗間が望まれる .

林帯造成地の諸条件が許すなら,列 間に捕雪することを考慮するなら,列 間3.5m x苗 間2.0
mの植栽 (約 1430本/ha)が望ましい.つ まり,3列 植えであり,高規格道路の豊富バイバス,
春別道路 の案が これである (斎藤 ほか ,1996b)
また ,盛 り土法面の制約が強 ければ ,列 間 2.Om X苗 間 1.Omの 2列林 を ,風 上側 と風下側 に
設置す ることが望 ま しい。そ して ,10年 以内に ,苗 間を2.Omに な るように ,1本 お きに除伐
することであ る (苗間 2.Om X列 間2.Omの 千鳥状 とな る) その案が図-4に 示 され る。

3列 残 し

帯残 し方式による除伐

-46-



北海道の雪氷 No 16(1997)

5.要  約
1.道 央 自動車道の札 幌～岩見沢間の防雪

林 は ,樹間 1.40111の 千島植 えであ つた

ので ,林齢 13年生時点 では ,樹冠 の重

な りが進み ,除伐が急 がれ なければな

らない状況 であ る。

2.樹 高成 長お よび樹冠の成長 を測定 した

結果 ,ヨ ー ロツパ トウ ヒ林分 の場 合 に

は ,除伐の道期 は ,林齢が 10年生 の時

点 (今 か ら 3年前 )で あ る ,と いえ る .

3.除 伐作業 は ,現況 の諸条件か ら,3列
2帯残 し方式が望 ましい 実際 には ,
安全 を見込んで ,こ れ にラ ンダム方式

(優 勢木・ 中勢木残 し)や 2列 2帯残

し方式 も併 用 された .

4.今 後 の植栽では ,狭 い林帯 を考慮 しつ

つ も,維持管理や防雪機能 も検討 す る

と,列 間が広 めで首間が狭めの ,疎植

の 3列 植え ,あ るいは 2列 2帯 の列植

えが望 ま しい .

図 -4
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